
７月 6 日（日）、山形テルサをメイン会場に第５7 回山形市ＰＴＡ連合会研修大会が開催され、常任委員を中心に
出席をしてきました。「こころ豊かに 力強く生きる 明日へ～家庭力・学校力・地域力 広げよう成長の「わ」・・・
輪、話、和～」と題し、約６００名余の参加者のもと開催されました。午前中は、全体行事に加え、講演会という
ことで、福島大学人文社会学群人間発達文化学類 教授 白石豊氏を講師に迎え「最高の目標を達成する心の使い
方」をテーマに講演をいただきました。 
先生は、2010 年 W 杯岡田 JAPAN のチーム作りのサポートをされ、岡田監督のサッカーは個では勝てないという言

葉になぜ勝てないのが当たり前なのか？など決めつけてはいけないことを言い、夢をかなえるためのイメージ作り
に協力したとおっしゃっておりました。夢をかなえるコツは、①リミッティングビリーフ（自分を制限している思
い込み）を外すこと②達成の目的をはっきりさせること③適切な目標を設定すること④アファーメーション（自己
支持確認書）を使うこと 
他人と過去は変えられないが、自分と未来は変えられる。 などいろいろなお話を頂きました。 
 
全体の内容は、黒木校長先生がまとめてくださったので、別紙をご覧ください。（校長先生ありがとうございまし

た） 
 
また、午後からは、四つの分科会に分かれて研修を行いました。その主な内容を以下に報告します。 
 

●第１分科会「SNS 時代を生きぬく子供たち～スマホやインターネットの使用実態と潜む罠から守るために～」 
  スマホやインターネットは、使い方によって問題も出てきている。いろいろなアプリがあるということを親が

しっかりと理解したうえで買い与えたほうがよい。犯罪被害もあるが、これはあくまで氷山の一角である。大
人がしっかりとした知識を把握し、家族間のルールを決め、家族のつながりを良くしていく必要があるとのこ
とでした。 

 
●第２分科会「スポーツを通した子育て～スポーツの楽しみ方、スポーツで育てる自主性・協調性～」 
  勝利について、能力の差について、あいさつについてお話を頂きました。 
  世間で言われる勝利至上主義に関して、勝つことにこだわるが、勝つことが目的ではない。これは保護者は将

来を見据える冷静さが必要。能力の差については小中はエンジョイ中心で、それぞれの役割を持たせてあげる
ことも必要とのこと。あいさつは、大人が率先して挨拶をする。子供の応援団として、心を育てる、体を作る、
応援することを心がけ、指導者は、やる気を出させる、いい大人として接する、子供達を認めて行動するとの
ことでした。 

 
●第３分科会「子どもとの向き合い方、心の子育て～子どもの悩みに家庭や地域でどのように対処したらよいか～」 

前母親委員長から母親だから気付く親の視線があるそうです。 
子どもには、社会のマナーなど日常のルールを教える。子どもに居心地の良い場所を見つける（茶の間など）、
周りに助けてもらえると教え、かかわっていくことが大事だとお話しされていました。 
子どもが集中できないのは、怒りのぶつけ方がわからなく、いじめにつながってしまう場合がある。子どもは
いかにいじめられないか考えてしまう。とのことです。対策として、子どもの感情を育てる必要があるそうで
す。（ネガティブな感情があったとしても、怒ったりせず、受け入れることも必要です） 

 
●第４分科会「食べる力は生きる力～食生活が及ぼす学力・体力への影響～」 

パネリストから、野菜の保存方法や体力増進、疲労回復についての食物の紹介などがありました。また、高畠
四中では、自分たちで弁当を作る会があり、献立から全部自分たちで行うそうです。その結果、親の大変さが
わかり、感謝の気持ちが出てきているとの事例を紹介しました。 

 
そのほか、ここでは紹介しきれない事例がたくさん報告されています。実際の研修大会の現場へ行くことによ
って、たくさんのことを吸収できると思います。来年は皆さんもぜひ参加してみてください。 
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山形市ＰＴＡ連合会研修大会が開催されました 



※ 一人ひとりからの理解と協力がなければできないことです 

 

 

 

 

一学期のご協力ありがとうございました 

 

新年度がスタートして一学期も終わり、夏休みに入ります。PTA 総会に始まり、１４０周年記念大運動会、球技

大会、授業参観、学級懇談会など全体行事が行われました。役員の方々を中心に皆様のご協力のもと、たくさん

の参加をいただき大変有意義な行事になることが出来ました。誠にありがとうございます。２学期以降も皆様の

ご協力をいただき、たくさんの参加をお願いします。 

 

活動報告、予定（7/15 常任委員会報告） 

 

・7/26 穂積、早乙女地下道開通（有志参加） 8/3 大野目バイパス開通式（六学年有志/花笠披露） 

・８月資源回収（日程は６月にお渡しした案内をご覧ください） 

・8/24 四校対抗球技大会 球技大会で優勝した六学年を中心に参加（於：千歳小学校予定） 

・10/18 県 PTA 研修会（天童・東村山） 

・一学年（さくらんぼ学年） 6/29 学年行事（親子ミニ運動会）済 

・二学年（かがやき学年）  6/28 学年行事（親子ドッジボール）済 

・三学年（ひまわり学年）  秋に学年行事を計画中 

・四学年（おおぞら学年）  10/4 学年行事（むかし遊び）予定 

・五学年（たいよう学年）  10/5 学年行事（ガラス細工 グラス作り） 予定 

・六学年（つばさ学年）   8/5 学年行事（花笠パレード参加） 

・研修部    9/9 県警察音楽隊コンサート（５校時に予定） 

・広報部    7/28 つくも１９１号発行 

・保健体育部  7/30～8/1 プール監視、秋の球技大会計画中 

・生活環境部  9/6 奉仕活動 

・母親委員会  10/20 給食センター見学、11/15 いじめについての講演会 

        8/1 に NHK テレビで、いじめについての特集があり、 

市 P連母親委員会の様子が放送されるそうです。 

※ 詳細については後日案内がありますので、そちらをご覧ください。 

 

 

 

 

 

   

  

親Ｐからの三つのお願い！ 

 

 

 

 

学校へ来る際は、「見守り隊の腕章」を忘れずに着用して来てください。みんなで子
どもたちを守る意識を持つと共に、地域における防犯のアピールを行っていきたい
と思います。忘れずにお願いします。 

 

授業参観などの際、学校周辺への無断駐車はやめましょう。迷惑がかかり、苦情の
原因にもなります。年に数回の参観日ですので、子どもたちの通学路を再確認して
いただける絶好の機会です。是非、徒歩や自転車などの利用をお願いします。      

子どもが自転車に乗る際は、ヘルメットをかぶるようにしましょう。万一の事故の 
時、一番大切な頭を守るための手段の一つです。学校と連携のもと推進していきま
すので、保護者の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 


